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▼
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
「
働
き
た
い
…
」
、「
学
び
直
す

き
っ
か
け
が
ほ
し
い
…
」、「
で
も
、何

を
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な

い
…
」そ
ん
な
、15
歳
以
上
40
歳
未

満
の
若
者
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
無
料
の
相
談
機
関
で
す
。

　
　

独
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
支
援
内
容

　
　

個
別
相
談
・
就
労
相
談
・
学
習

支
援
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
手
作
り

体
験
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
体
験

活
動
・
訪
問
相
談
な
ど

■
開
所
日　

火
曜
日
〜
土
曜
日

　　　　　　　　　

10
時
〜
18
時

■
問
い
合
わ
せ

　　

〒
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南
国
市
駅
前
町
二
丁
目
四
ー
七
二

　　

高
知
黒
潮
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　

南
国
サ
テ
ラ
イ
ト

　　


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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　ku
ro
sh
io
-y
ss.b
lu
sh
.jp

　　

戦
傷
病
者
相
談
員
と
戦
没
者
遺

族
相
談
員
と
し
て
、次
の
２
人
の
方

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
の
ご
遺
族

の
援
護
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
戦
傷
病
者
相
談
員

　　

中
村
糸
喜

■
戦
没
者
遺
族
相
談
員

　　

弘
田
忠
士

■
県
か
ら
の
委
託
期
限

　　

27
年
９
月
30
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　　

高
知
県
地
域
福
祉
政
策
課

　　

援
護
調
査
係
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４
月
１
日
か
ら
、
し
尿
収
集
料

金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。な
お
、今
回

の
改
定
は
、
消
費
税
の
増
税
（
５
％

↓
８
％
）分
を
価
格
転
嫁
す
る
も
の

で
す
。

　　

180
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
、現
行
１
，３

０
０
円
が
１
，３
３
７
円
に
な
り
ま

す
。
180
リ
ッ
ト
ル
に
満
た
な
い
時

は
、
収
集
票
に
は
実
量
が
記
載
さ

れ
ま
す
が
、料
金
は
180
リ
ッ
ト
ル
と

同
じ
く
１
，３
３
７
円
と
な
り
ま
す
。

　
　

180
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
量
に
つ

い
て
は
、
18
リ
ッ
ト
ル
ま
で
ご
と
に

123
円
80
銭
を
加
算
し
た
額
に
消
費

税
率
を
乗
じ
た
料
金
（
１
円
未
満

４
捨
５
入
）と
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
収
集
の
た
め
使
用
す
る

ホ
ー
ス
の
長
さ
が
50
メ
ー
ト
ル
を
越

え
る
場
合
は
、
収
集
料
金
に
300
円

を
加
算
し
た
料
金
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

香
南
香
美
衛
生
組
合

　　


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ー
0
1
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香
南
市
議
会
議
員
選
挙
立
候

補
者
お
よ
び
、
選
挙
運
動
に
従
事

さ
れ
る
方
の
説
明
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　　
３
月
３
日（
月
）13
時
30
分
〜

■
場
所

　　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　　
２
階　

第
１
・
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
選
挙
管
理
委
員
会

　　


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昨
今
に
お
け
る
還
付
金
等
詐
欺

被
害
は
、１
〜
２
月
に
非
常
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
は
、

確
定
申
告
期
間
と
重
な
っ
て
い
る

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

▼
公
的
機
関
が
電
話
で
還
付
金

等
の
手
続
き
を
A
T
M
で
さ
せ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
A
T
M
で
還
付
金
等
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
A
T
M
を
自
分
で
操
作
し
て
、

お
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
リ

ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
昨
年
は
、
全
国
的
に
も
高

知
県
内
で
も
振
り
込
め
詐
欺（
オ

レ
オ
レ
・
架
空
請
求
・
融
資
保
証

金
・
還
付
金
等
）
以
外
の
特
殊
詐

欺
の
う
ち
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
法
に

関
わ
る
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
で
し
た
。

◆「
必
ず
も
う
か
る
！
う
ま
い
話
は

あ
り
ま
せ
ん
！
」

◆
「
儲
け
話
に
は
、
落
と
し
穴
が
つ

き
も
の
！
」

　
　

す
ぐ
に
契
約
等
は
せ
ず
、
家
族

等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。一
度
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
っ
た
方
は
、個
人
情
報
が

流
出
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、二
次
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　　

香
南
署
管
内
で
も
詐
欺
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
年
金
支

給
日
の
前
後
等
は
、
詐
欺
被
害
に

遭
う
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま

す
。く
れ
ぐ
れ
も
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

大
切
な
財
産
は
、
自
分
自
身
で

守
り
ま
し
ょ
う
！

（
香
南
警
察
署
内
・
香
南
地
区
地
域

安
全
協
議
会
地
域
安
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
長
田
麻
紀

55
ー
0
1
1
0
）

　
　

駐
車
違
反
は
、
歩
行
者
や
車
両

の
通
行
妨
害
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

▼『
交
通
事
故
の
原
因
』

▼『
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
害
』

▼『
交
通
渋
滞
』

等
、１
台
１
台
の
駐
車
は
短
時
間
で

も
、そ
の
よ
う
な
車
が
横
行
す
れ

ば
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
法
定
禁
止
場
所
で
の
駐

停
車
は
、標
識
・
表
示
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、「
違
法
駐
車
」に
な
り

ま
す
。

　　

道
路
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
し
ま
す
。

「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
…
」と
い
う
、

※
市
内
在
住
者
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

高
知
か
ら
東
京
営
業
所
に
行
っ

て
８
年
、平
成
24
年
４
月
の
某
日
の

朝
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
の
キ
ヨ
ス
ク
で
缶

コ
ー
ヒ
ー
を
買
っ
た
時

だ
っ
た
。「
袋
は
い
ら

な
い
」と
言
う
つ
も
り

が
変
な
違
和
感
で

ハ
ッ
キ
リ
言
葉
が
出

ず
呂
律
が
回
ら
な
い

の
に
、愕
然
と
し
た
。

　
　

中
央
区
の
職
場
ま
で
10
分
間
だ

が
も
し
や
と
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
。朝

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
呂
律
が
回
ら

な
い
、前
夜
一
緒
に
飲
ん
で
い
た
同

僚
か
ら「
ま
だ
酔
っ
て
い
る
の
か
」と

か
ら
か
わ
れ
た
が「
違
う
何
か
変
な

ん
だ
よ
」
と
答
え
る
私
だ
っ

た
。
早
急
に
某
大
学
附
属
病

院
で
脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け

た
と
こ
ろ
結
果
は
異
状
な
し

で
ほ
っ
と
し
た
。し
か
し
ド
ク
タ
ー
に

よ
る
と「
脳
梗
塞
発
症
後
６
時
間
く

ら
い
で
は
影
が
出
な
い
」と
言
わ
れ

た
。
一
週
間
後
に
再
検
査
で
脳
左

下
部
に
小
さ
な
影
が
ハ
ッ
キ
リ
確

認
で
き
た
。脳
梗
塞
だ
と
宣
言
さ
れ

た
。
即
入
院
治
療
が
始
ま
っ
た
。
幸

い
主
な
症
状
は
呂
律
障
害
だ
け
で

運
動
障
害
な
ど
は
な
か
っ
た
。し
か

し
私
は
営
業
職
で
こ
れ
は
致
命
的

だ
っ
た
。
入
院
中
の
リ
ハ
ビ
リ
は
言

語
療
法
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
運
動

療
法
・
作
業
療
法
に
も
専
念
す
る

日
々
。言
語
療
法
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
は

新
人
の
女
性
だ
が
熱
心
に
私
の
治

療
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
の
で
私
も
頑

張
ろ
う
と
思
っ
た
。お
蔭
で
数

日
後
に
は
呂
律
は
だ
い
ぶ
改

善
さ
れ
た
。

　
　

入
院
中
の
心
臓
エ
コ
ー
検

査
で
頚
部
に
リ
ン
パ
腫
瘍
が
見
つ

か
り
急
き
ょ
摘
出
手
術
も
受
け
良

性
腫
瘍
で
あ
っ
た
た
め
ほ
っ
と
し
た
。

た
だ
声
帯
に
近
い
手
術
で
術
後
は

声
が
出
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

50
数
年
の
人
生
で
大
病
な
く
仕

事
し
て
き
た
だ
け
に
今
回
の
繰
り

返
し
手
術
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。高
知
の
本
社
に
戻
り
何
と
か
復

帰
し
た
私
だ
が
、つ
き
な
み
に「
健

康
で
暮
ら
せ
る
幸
せ
」を
痛
感
し
た

入
院
経
験
だ
っ
た
。入
院
中
は
読
書

に
夢
中
。こ
の
ご
ろ『
藤
沢
周
平
の

本
』を
静
か
に
読
む
の
が
楽
し
み
に

な
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　

香
南
海
坊
主

P
香南警察署香南警察署

police station

病
の
先
に
あ
る
も
の

広
報
が
配
ら
れ
て
き
た
ら
、
ま
ず
パ
ラ
パ
ラ
、
サ
ー
ッ
と
、
そ
れ
か
ら
読
み
た
い
記
事
を
じ
っ
く
り
と
。
こ
れ
が
私
の
広
報
読
み
ス
タ
イ
ル
で
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

　
確
定
申
告
期
間
の

　
「
還
付
金
等
詐
欺
」に
ご
注
意

　
　
　

迷
惑
駐
車
・
違
法
駐
車

　
　
　

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

迷
惑
駐
車
・
違
法
駐
車
は
や
め
ま

し
ょ
う
！

（
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美

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ー
0
1
1
0
）

香
南
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

O
その他その他

o t h e r s

　
　
　
　
　

し
尿
収
集
料
金

　
　
　
　
　

改
定
の
お
知
ら
せ

　

高
知
黒
潮
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
南
国
サ
テ
ラ
イ
ト

　
香
南
市
の
戦
傷
病
者
相
談
員

　
戦
没
者
遺
族
相
談
員

C
相 談

counseling

相 談

知っていますか？ 建退共制度

▼問い合わせ／

　建退共　高知県支部

　088ｰ822ｰ6181

　建退共制度は、「中小企業退職金共済法」という法律により、建設現場

で働く方々の福祉の増進と、建設業を営む中小企業の振興を目的として設

立された退職金制度です。

　事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛け金となる共済証紙を

共済手帳に貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに、建退

共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退職金制度です。

■特徴■加入できる事業者

■対象となる労働者

■掛け金

ホームページ「建退共」に、制度

説明用動画、Q&Aなど建退共

制度の知りたい情報が記載され

ています。ぜひアクセスしてご覧

ください！ 建退共 検索

■建退共制度の

　　　　特例措置のお知らせ

　建退共では、地震等により、

災害救助法が適用された皆さ

んに対し、各種手続きの特例措

置を実施しています。

建設業を営む方

建設業の現場で働く人

日額／３１０円

● 国の制度なので安全、確実、申込み手続きは簡単

● 経営事項審査で加点評価の対象となります

● 掛け金は事業主負担ですが、法人は損金、個人で

　は必要経費として扱われ、税法上全額非課税と

　なります

● 国が掛け金の一部を助成　　など

ろ
れ
つ

15２０１４.２ 14 ２０１４.２


